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食品安全委員会の１０月の運営について

１．食品安全委員会の開催

第402回 10月６日（木）

(1) 各専門調査会における審議結果についての報告

・農薬専門調査会及び動物用医薬品専門調査会から報告された以下の案件について国民から
の意見・情報の募集に着手することを決定

農薬及び動物用医薬 アバメクチン
品（１品目）

(2) 食品健康影響評価
・以下の案件について検討し、食品健康影響評価の結果をリスク管理機関に通知

農薬（１品目） フェントエート

(3) 食品健康影響評価の結果に基づく施策の実施状況の調査結果について（平成２３年３月末
時点）
・事務局から報告

(4) 食品安全関係情報（９月１０日～９月２３日収集分）について
・事務局から報告

(5) その他
・事務局から「食品安全委員会専門委員の改選」及び「調査・研究企画調整会議構成員の改
選」について報告

第403回 10月13日（木）

(1) 食品健康影響評価の要請

・以下の案件について、リスク管理機関から説明

添加物及び農薬 アゾキシストロビン
（１品目）

農薬（２３品目） アセキノシル、アミスルブロム、アメトクトラジン、
イソキサベン、イソピラザム、イプフェンカルバゾン
シフルメトフェン、チアクロプリド、フェンブコナゾール
ミルベメクチン、アクリナトリン、エポキシコナゾール
セトキシジム、アシベンゾラル－Ｓ－メチル
ジクロホップメチル、トリフロキシスルフロン
トリベヌロンメチル、ピクロラム、フェノキサプロップエチル
ブタフェナシル、フルオメツロン、アトラジン、アルジカルブ

遺伝子組換え食品等 低飽和脂肪酸・高オレイン酸及び除草剤グリホサート耐性ダイ
（１品目） ズMON87705系統
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(2) 各専門調査会における審議結果についての報告
・プリオン専門調査会から報告された以下の案件について国民からの意見・情報の募集に着

手することを決定

プリオン（１品目） 我が国に輸入される牛肉及び牛内臓に係る食品健康影響評価②（バ
ヌアツ、アルゼンチン、ニュージーランド）

(3) 食品安全委員会の９月の運営について
・事務局から報告

第404回 10月20日（木）
(1) 食品健康影響評価の要請

・以下の案件についてリスク管理機関から説明

器具・容器包装 ポリエチレンナフタレートを主成分とする合成樹脂製の器具又は
（１品目） 容器包装

(2) 各専門調査会における審議結果についての報告
・各専門調査会から報告された以下の案件について国民からの意見・情報の募集に着手する

ことを決定

添加物（２品目） Chryseobacterium proteolyticum9670株を利用して生産されたプ
ロテイングルタミナーゼ、trans-2-ペンテナール

新開発食品（１品目） 食品に含まれるトランス脂肪酸

(3) 食品安全モニター課題報告「食品安全委員会からの情報発信について」（平成２３年２月実
施）の結果について
・事務局から報告

(4) 平成２３年度食品安全モニター会議について
・事務局から報告

(5) 「食の安全ダイヤル」に寄せられた質問等（平成２３年６、７、８月分）について
・事務局から報告

(6) 食品安全関係情報（９月２４日～１０月６日収集分）について
・事務局から報告

第405回 10月27日（木）
(1) 各専門調査会における審議結果についての報告

・農薬専門調査会から報告された以下の案件について国民からの意見・情報の募集に着手す
ることを決定

農薬（１品目） フルチアニル

(2) 米国産牛肉の混載事例について
・農林水産省及び厚生労働省から報告
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(3) 食品健康影響評価
・以下の案件について検討し、食品健康影響評価の結果をリスク管理機関に通知

食品中に含まれる放射性物質

２．専門調査会の運営
（１）添加物専門調査会

第100回 10月25日（火）
・専門委員改選に伴い専門委員の紹介、専門調査会の運営等についての説明及び座長の選出。
・「リン酸一水素マグネシウム」について評価要請者からの補足資料の内容を踏まえ、反復

投与毒性等を調査審議し、継続審議することとなった。

（２）農薬専門調査会
第11回 評価第四部会 10月11日（火）※非公開
・「キノクラミン」について調査審議し、継続審議となった。

第11回 評価第一部会 10月12日（水）※非公開
・「フェノブカルブ」について調査審議し、評価書（案）を一部修正の上、農薬専門調査会幹

事会に報告することとなった。ただし、確認事項に対する回答について評価部会で確認す
ることとなった。

第11回 評価第二部会 10月14日（金）※非公開
・「トリフルラリン」について調査審議し、評価書（案）を一部修正の上、農薬専門調査会幹

事会に報告することとなった。
・「トリフルミゾール」について調査審議し、継続審議することとなった。

第77回 幹事会 10月21日（金）
・「ジメタメトリン」、「フルチアニル」及び「メタゾスルフロン」について調査審議し、評価

書（案）を一部修正の上、食品安全委員会に報告することとなった。
・「サフルフェナシル」について検討した結果、意見に対する回答案が了承され、食品安全委

員会に報告することとなった。
・「カルボフラン」、「カルボスルファン」及び「ベンフラカルブ」について検討の結果、評価

第一部会において調査審議することとなった。
・「フェニトロチオン」について検討の結果、評価第四部会において調査審議することとなっ

た。
・「トリシクラゾール」及び「ジクロベニル」について検討の結果、評価第三部会において調

査審議することとなった。

第11回 評価第三部会 10月26日（水）※非公開
・「プロシミドン」について調査審議し、継続審議することとなった。

（３）プリオン専門調査会
第66回 10月13日（木）
・食品安全委員会が自ら行う食品健康影響評価（我が国に輸入される牛肉及び牛内臓に係る

食品健康影響評価）について、各国政府に送付した質問書に対する回答及び資料整備の進
捗状況について説明が行われた。

・ホンジュラス及びノルウェーの評価書（案）について調査審議し、一部修正の上、食品安
全委員会へ報告することとなった。
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（４）遺伝子組換え食品等専門調査会
第96回 10月31日(月）
・専門委員改選に伴い専門委員の紹介、専門調査会の運営についての説明及び座長の選出。

第97回 10月31日（月）※非公開
・「低飽和脂肪酸・高オレイン酸及び除草剤グリホサート耐性ダイズMON87705系統」について

調査審議し、継続審議することとなった。

３．意見交換会の開催等
（１）意見交換会

食品のリスクを考えるフォーラム（佐賀県）～私たちの健康と食品添加物の安全性～
１０月６日（木）＜佐賀県＞
・佐賀県との共催により開催。
・事務局から食品添加物のリスク評価について、佐賀県から検査等の状況について情報提供

を行った後、参加者からの「質問カード」の紹介と参加者による発言を交えながら意見交
換を行った。

食品のリスクを考えるワークショップ（徳島県）～食品と放射性物質について～
１０月１８日（火）＜徳島県＞
・徳島県との共催により開催。
・事務局から放射性物質のリスク評価について情報提供を行った後、参加者が小グループに

分かれてのグループワークを行い、そこで出た質問や意見を基に、参加者全体での意見交
換を行った。

食品のリスクを考える～食品と放射性物質～（滋賀県）
１０月１９日（水）＜滋賀県＞
・滋賀県及び滋賀県生活協同組合連合会との共催により開催。
・事務局から放射性物質のリスク評価について、滋賀県から検査等の状況について情報提供

を行った後、参加者との意見交換を行った。

食品のリスクを考えるフォーラム（東京都世田谷区）～食品と放射性物質～
１０月２０日（木）＜東京都＞
・世田谷区との共催により開催。
・事務局から放射性物質のリスク評価について、世田谷区から検査等の状況について情報提

供を行った後、参加者からの「質問カード」の紹介と参加者による発言を交えながら意見
交換を行った。

ジュニア食品安全ゼミナール（愛媛県）
１０月２５日（火）＜愛媛県＞
・愛媛県との共催により開催。
・松前中学校１年生を対象として、副読本「科学の目で見る食品安全」を基にしたクイズを

行った後、参加生徒と畑江委員との意見交換を行った。

食品のリスクを考えるワークショップ（鹿児島県）～食の安心は食品の安全性とリスクを知
ることから～
１０月２５日（火）＜鹿児島県＞
・鹿児島県との共催により開催。
・事務局から放射性物質のリスク評価について情報提供を行った後、参加者が小グループに

分かれてのグループワークを行い、そこで出た質問や意見を基に、参加者全体での意見交
換を行った。



- 5 -

（２）講師等派遣
・地方公共団体や各種団体が企画した講演会等に委員が講師として参加した。

月 日 講演会名 対応委員
１０月 ７日 食肉の安全性確保に関する県民フォーラム 熊谷委員長代理

（富山県）
１０月 ８日 「食品の安全を考える」シンポジウム 小泉委員長

（大阪市立大学）
１０月１５日 教員免許状更新講習 畑江委員

（熊本大学）


